
■緊急防災システム

万一の緊急時に防災情報を住民に知ら
せ、各地域から電子メール等による高速で
の災害情報の収集も可能にするシステムで
す。
情報端末以外にも、ＦＡＸ、携帯電話に
も対応できるようにします。
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地
域
住
民
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
市
町
村
に
対
し
、

ハ
ー
ド
事
業
補
助
金
、
ソ
フ
ト
事
業

補
助
金
の
二
つ
の
補
助
金
に
よ
り
支

援
し
ま
す
。

１
施
策
の
概
要

（
１
）事
業
主
体

①
沖
縄
県
の
市
町
村

②
過
疎
・
離
島
・
半
島
・
山
村

に
該
当
す
る
市
町
村

※
離
島
に
は
、
奄
美
、
小
笠
原

を
含
む

③
高
齢
者
比
率
が
全
国
平
均
を

上
回
る
市
町
村

（
２
）補
助
対
象

①
ハ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
の
た

め
の
機
器
整
備
（
サ
ー
バ
ー
、

ル
ー
タ
ー
等
）

・
公
共
施
設
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

（
構
内
伝
送
路
、
入
力
端
末
）

・
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
装
置

・
伝
送
路
等

（
注
）
標
準
事
業
規
模
五
千
万
円

（
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
に
特
に
効

果
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

②
ソ
フ
ト

シ
ス
テ
ム
企
画
費
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
）、
シ
ス
テ
ム
開
発

費
（
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
等
）、

試
験

（
注
）
標
準
事
業
規
模
一
千
五
百

万
円

補
助
率
　
１
／
３

（
３
）補
助
率
　

①
ハ
ー
ド
　

・
沖
縄
県
の
市
町
村
　
２
／
３

・
過
疎
・
離
島
・
半
島
・
山
村

に
該
当
す
る
市
町
村
　
１
／

２
　

・
高
齢
者
比
率
が
全
国
平
均
を

上
回
る
市
町
村
　
１
／
３

②
ソ
フ
ト
　
１
／
３

２
事
業
イ
メ
ー
ジ

地域インターネット導入促進事業
地域イントラネット基盤施設整備事業

情報格差をなくし、
すべての地域に豊かな
情報社会を築くために

政策・制度

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入

促
進
事
業
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地
域
の
教
育
・
行
政
・
福
祉
・
医

療
・
防
災
等
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
で
築
く
地

域
の
高
速
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
）
の
整
備
に
取
り
組
む
地
方

公
共
団
体
等
を
支
援
し
ま
す
。

１
施
策
の
概
要

（
１
）実
施
主
体

①
都
道
府
県

②
市
町
村

③
第
三
セ
ク
タ
ー

（
２
）補
助
対
象

Ａ
　
施
設
・
設
備
費

①
セ
ン
タ
ー
施
設

セ
ン
タ
ー
施
設
の
建
築
・
改

築
費
用

②
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
装
置

各
種
の
映
像
デ
ー
タ
等
を
編

集
・
蓄
積
し
、
利
用
者
の
要

求
に
応
じ
て
再
生
・
配
信
す

る
装
置

③
送
受
信
装
置

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
映
像
、

デ
ー
タ
等
の
や
り
と
り
を
可

能
と
す
る
た
め
の
装
置

④
構
内
伝
送
路
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
装
置
、

送
受
信
装
置
等
を
結
び
信
号

の
や
り
と
り
を
行
う
た
め
の

ケ
ー
ブ
ル
等

※
平
成
十
二
年
度
補
正
予
算
事

業
か
ら
「
教
育
目
的
の
学
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
」
も
補
助
対

象
⑤
双
方
向
画
像
伝
送
装
置

画
像
を
取
り
込
み
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
伝
送
す
る
装
置

⑥
伝
送
施
設

セ
ン
タ
ー
施
設
間
及

び
セ
ン
タ
ー
施
設
と

公
共
施
設
等
を
結
ぶ

伝
送
路
、
お
よ
び
付

帯
設
備

Ｂ
　
用
地
取
得
費
・
道

路
費

施
設
・
設
備
を
設
置

す
る
た
め
に
必
要
な
用

地
お
よ
び
道
路
の
整
備

に
要
す
る
経
費

（
３
）補
助
率

①
都
道
府
県
・
市
町
村
が
実

施
主
体
の
場
合
（
沖
縄
県
、

沖
縄
県
の
市
町
村
を
除
く
）

１
／
３

②
沖
縄
県
、
沖
縄
県
の
市
町

村
が
実
施
主
体
の
場
合

１
／
２

③
第
三
セ
ク
タ
ー
が
実
施
主

体
の
場
合
　
１
／
４

２
事
業
イ
メ
ー
ジ

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
施
設
整
備
事
業

■行政情報提供・相談システム

役場の各課から最新情報を提供（ホーム
ページを更新）できる環境を整備するとと
もに、市町村役場ロビー、公民館等に住民
が利用できるインターネット接続端末を設
置し、公文書目録の検索・閲覧、各課への
質問・相談ができるようにします（各課か
ら回答を行います）。
各課への質問・相談は、家庭・事業所か

らインターネットを通じた電子メールでも
行うことができます。

■公共施設予約システム

ホームページにおいて、市町村の管理す
る公共施設の空き状況の確認とともに、利
用申込みができるようにします。
併せて、市町村役場ロビー、公民館等に

住民が利用できるインターネット接続端末
を設置し、これらの端末において、市町村
全体の公共施設の予約申込みができるよう
にします。

■保健・福祉情報システム

保健・福祉関連施設、介護保険等の制度、
検診案内、ボランティア紹介などの保健・
福祉に関する情報を一元的にデータベース
化し、インターネット上および公共施設に
設置したインターネット接続端末で検索・
利用できるようにします。
介護相談窓口への相談、検診申込みなど

を電子メールおよび公共施設に設置したイ
ンターネット接続端末で利用できるように
します。

■地図情報システム

管内図に道路、河川、公共施設、住居表
示、避難場所等の情報を重ね、必要な項目
を多重的に検索表示できるシステムです。
住民は、検索表示した地図により市町村
政の状態を確認することができ、行政と協
働によるまちづくりに参加することができ
ます。

■生涯学習講座システム

役場から地域生涯学習の拠点である小中学
校の行政端末で、双方向のＬＡＮを活用して
インターネットで教養講座などの生涯学習講
座が受けられるようになります。

■行政・医療相談システム

役場より無線ＬＡＮで結ばれた病院、保健
福祉センターにテレビ会議システムを設置
し、医者や保健婦による健康、医療相談等の
指導を双方向の行政端末等で行います。
医大や県立病院と無線ＬＡＮで接続するこ

とで、より専門的な相談が受けられます。
テレビ会議システムを利用し、役場と住民

とで直接相談ができます。
県の総合庁舎と無線ＬＡＮでの接続で行政

端末より県の行政相談も受けることが可能に
なります。

総務省情報通信政策局のホームページＵＲＬ
「地域インターネット導入促進事業」
「地域イントラネット基盤施設整備事業」
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/joho_tsusin.html
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人
口
千
七
百
九
十
八
人
、
世
帯
数
四

百
六
十
九
（
平
成
十
三
年
三
月
）
の
福

島
県
双
葉
郡
葛
尾
村
で
、
平
成
九
年
度

か
ら
「
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整

備
事
業
」
を
活
用
し
た
「
葛
尾
村
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
・
県
お
よ
び
地
元

企
業
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
全
戸
に

テ
レ
ビ
電
話
を
導
入
し
「
顔
が
見
え
る

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
図

っ
た
も
の
で
す
。
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
医
療
・
保
健
、
福
祉
、
教
育
、

な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
及
ん
で
い

ま
す
。
村
民
か
ら
も
導
入
を
決
定
し
た

松
本
村
長
に
感
謝
す
る
声
が
多
く
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

葛
尾
村
の
事
例
で
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
、
日
頃
か
ら
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

対
応
を
第
一
に
考
え
る
自
治
体
で
は
、

地
域
情
報
化
が
単
な
る
行
政
事
務
の
機

械
化
で
は
な
く
、
住
民
本
位
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

ま
た
こ
の
事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
葛
尾
中
学
校
へ
の
情
報
教
育
の
導
入

は
、
東
北
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

協
力
な
し
に
は
実
現
し
得
な
か
っ
た
も

の
で
す
。
官
学
連
携
の
成
果
が
こ
こ
に

示
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
「
無
医
村
」
お
よ
び
「
交
通

不
便
」
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
「
テ
レ
ビ
電
話

診
察
」
と
「
薬
剤
の
宅
配
」
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

葛
尾
村
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
三
年
に
「
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
人
材
育
成

を
目
指
し
て
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
元
年
に
高
度
情
報
社

会
に
対
応
す
る
行
政
の
あ
り
方
が

「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
協
議
会
」

で
議
論
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
た

も
の
で
す
が
、
二
千
五
百
万
円
（
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
費
の
四
分
の
一
）

と
い
う
大
き
な
投
資
で
あ
り
、
行
政

が
村
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。

同
時
期
の
平
成
三
年
に
「
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
」
の
推
進

に
貢
献
し
た
渡
辺
昌
邦
教
諭
（
現
福

島
県
教
育
セ
ン
タ
ー
情
報
教
育
学
部

指
導
主
事
）
が
葛
尾
中
学
に
赴
任
し

ま
し
た
。「
生
徒
た
ち
の
都
会
に
対

す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
が
想
像
以

上
に
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
、「
先

進
的
な
技
術
習
得
に
よ
る
都
会
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
の
払
拭
」
を
目
指
し
て

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
教
育
（
選
択

理
科
）
を
始
め
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

通
信
を
積
極
的
に
活
用
し
た
結
果
、

生
徒
た
ち
は
都
会
と
同
じ
情
報
を
得

る
方
法
を
習
得
し
、
同
時
に
情
報
技

術
の
凄
さ
・
面
白
さ
を
体
験
し
て
行

っ
た
と
い
い
ま
す
。

平
成
六
年
に
は
、
当
時
の
通
産
省

と
文
部
省
が
主
催
す
る
学
校
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
普
及
事
業
で
あ
る
「
１
０

０
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
応
募
し
た
企
画
内
容
は

「
地
元
情
報
の
発
信
」
で
す
。
こ
れ

は
日
頃
「
自
ら
情
報
を
発
信
し
、
他

の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
う
」
機
会
の

少
な
い
地
方
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

格
好
の
機
会
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

福
島
県
内
の
応
募
し
た
四
十
校
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
二
校
に
選
ば
れ
、

本
格
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
が

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。

「
情
報
教
育
」
の
プ
ロ
で
あ
る
渡
辺

教
諭
も
、
本
格
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
（
ユ
ニ
ッ
ク
ス
）
と
い
う

高
度
な
Ｏ
Ｓ
の
知
識
は
持
ち
合
わ
せ

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
国
際
的
に
大
学

間
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
は
学
生
の
範
囲
に
留
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
支
援
を

申
し
出
た
の
が
東
北
大
学
の
学
生
を

中
心
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
努
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
東
北
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
議
会

（
Ｔ
ｉ
Ａ
）」
で
す
。

彼
ら
は
月
に
一
度
来
校
し
、
と
い

っ
て
も
金
・
土
・
日
と
三
日
間
連
続

で
活
動
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
は
、

全
国
で
十
校
余
り
が
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
、
学

校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
え
ば

全
国
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ク

ス
・
サ
ー
バ
ー
も
自
前
で
持
っ

て
き
て
、
仙
台
と
い
う
離
れ
た

場
所
か
ら
で
も
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

リ
モ
ー
ト
管
理
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う

で
し
た
。

こ
の
間
、
選
択
理
科
で
の
情

報
教
育
で
「
葛
尾
村
時
間
旅
行

（
葛
尾
中
学
校
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

中
）」
と
い
う
葛
尾
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
平
成
七
年
に
は
富
士

通
主
催
の
「
Ｍ
ｙ
　
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

Ｍ
ａ
ｐ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
環
境
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
た
裏
に

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
献
身
的
な
協
力
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
情
報
化
が
将
来
の
大

き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
の
認

識
は
こ
の
頃
か
ら
村
内
に
浸
透
し
て

い
っ
た
と
い
え
ま
す
。
選
択
理
科
で

情
報
教
育
を
選
択
し
た
生
徒
た
ち
の

親
か
ら
、
毎
夜
九
時
頃
ま
で
教
諭
と

一
緒
に
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
、

「
激
励
の
お
に
ぎ
り
」
が
届
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

村
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
葛

尾
村
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
県
内
に
も
知
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
県
知
事
が
、
当
時
、
町
村
会
長

で
あ
っ
た
現
村
長
を
訪
問
し
た
際
、

葛
尾
中
学
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
見
て
驚
き
、
感
激
し
た
と
の
逸
話

も
残
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
訪
問

が
、
平
成
九
年
に
国
か
ら
県
に
地
域

情
報
化
支
援
の
打
診
が
あ
っ
た
際
、

県
知
事
が
葛
尾
村
を
推
薦
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
「
葛
尾
村
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
」
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

県
の
推
薦
で
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス

を
得
た
「
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施

設
整
備
事
業
」
で
取
り
組
む
課
題
は
、

次
の
四
点
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。
内
容

は
無
医
村
で
あ
る
同
村
の
医
療
環
境

の
改
善
、
学
校
教
育
で
の
継
続
活
用

に
関
す
る
も
の
で
、
地
域
情
報
化
の

推
進
に
よ
っ
て
早
期
に
改
善
が
望
め

る
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。

①
医
者
が
常
駐
し
て
い
な
い
た
め
、

一
般
診
療
は
週
二
回
、
歯
科
診
療

は
週
三
回
の
現
状
を
、
診
て
ほ
し

い
時
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

②
慢
性
病
の
高
齢
者
は
二
週
間
に
一

度
、
丸
一
日
を
か
け
て
薬
を
も
ら

い
に
隣
町
ま
で
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
に
対
し
て
、
そ
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
役
立
ち
、

簡
単
に
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

④
学
校
教
育
に
お
い
て
も
活
用
で
き
、

今
ま
で
の
情
報
化
教
育
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
。

自治体ネットワーク施設整備事業モデルケース

福島県双葉郡葛尾村
「葛尾村マルチメディアビレッジ事業」

テレビ電話と
高度情報通信ネットワークを
活用したむらづくり

葛尾村�

福島県�

山形県�

新潟県�

栃木県�

茨木県�群馬県�

太
平
洋�

問い合わせ先　
福島県双葉郡葛尾村
総務課　電話 0240－29－2111
葛尾村ホームページURL
http://www.katsurao.org/

1
事
業
着
手
ま
で
の
10
年

2
村
の
課
題

情
報
化
へ
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
る

パ
ソ
コ
ン
導
入
か
ら

生
徒
の「
都
会
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

払
拭
を
目
指
す

旧
通
産
省
・
文
部
省
主
催
の

「
1
0
0
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
」

選
ば
れ
る

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構
築

Ｍ
ｙ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
Ｍ
ａ
ｐ
コ
ン
ク
ー
ル

環
境
庁
長
官
賞
受
賞

（
平
成
七
年
度
）

村
の
理
解
と
親
の
応
援

地
域
情
報
化
で
解
決
で
き
そ
う
な

村
の
課
題



17 16

葛
尾
村
の
地
域
情
報
化
を
検
討
す

る
た
め
発
足
し
た
「
葛
尾
村
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
協
議
会
」

（
事
務
局
＝
葛
尾
村
・
福
島
県
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら

「
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
地
域
情

報
化
実
験
を
行
い
た
い
。
可
能
で
あ

れ
ば
テ
レ
ビ
電
話
は
全
戸
に
無
償
貸

与
し
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た
「
自
治
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
）
背
景

①
常
駐
の
医
師
が
い
な
い
た
め
、

三
十

以
上
離
れ
た
病
院
に

通
院
し
て
い
る
。

②
通
院
に
は
長
時
間
を
要
し
、
交

通
費
負
担
が
大
き
い
。

（
２
）
実
施
内
容

テ
レ
ビ
電
話
診
察
に
対
す
る
法
制

度
が
確
立
し
て
い
な
い
中
で
、
村

内
・
村
外
の
医
療
機
関
か
ら
理
解
と

協
力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
。
誤
診

時
の
問
題
や
診
療
報
酬
の
問
題
な
ど
、

現
在
で
も
検
討
中
の
問
題
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
中
で
、
テ
レ
ビ
電
話
診

察
の
有
効
性
と
、
そ
の
必
要
性
を
重

視
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
患
者
は
自
宅
に
居
な
が
ら
掛
か

り
つ
け
医
の
診
察
を
テ
レ
ビ
電

話
を
通
じ
て
受
診
し
、
診
察
終

了
後
、
薬
剤
は
自
宅
に
配
達
さ

れ
る
。

②
実
施
医
療
機
関
は
近
隣
の
十
病

院
。

③
受
診
者
数
は
六
十
人
。

④
薬
剤
配
達
方
法
は
、
院
内
処
方

の
場
合
は
郵
便
局
、
薬
剤
薬
局

処
方
の
場
合
は
薬
局
が
薬
剤
配

達
に
協
力
し
て
い
る
。

（
３
）
取
り
組
み
成
果

①
住
民
は
在
宅
で
の
受
診
お
よ
び

薬
剤
の
受
け
取
り
が
可
能
と
な

り
、
通
院
に
伴
う
時
間
的
・
体

力
的
・
経
済
的
・
精
神
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
。

②
慢
性
患
者
に
対
し
規
則
的
に
診

察
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
患
者

の
都
合
に
よ
る
治
療
の
中
断
が

回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
テ
レ
ビ
電
話
の
画
面
を
見
な
が

ら
直
接
本
人
に
話
し
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
病
状
の
変

化
を
感
知
す
る
こ
と
が
容
易
で

あ
り
、
来
院
が
必
要
な
状
態
か

客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
４
）
医
者
の
意
見

①
あ
く
ま
で
も
対
面
診
察
が
基
本

で
あ
る
が
、
山
間
部
に
住
む
高

齢
者
に
対
し
て
は
テ
レ
ビ
電
話

診
察
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

②
患
者
が
常
に
医
師
の
管
理
下
に

あ
る
た
め
安
心
で
き
る
。

（
５
）
課
題

①
便
利
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
通
院
を

避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
通
院

を
促
す
の
に
苦
慮
し
て
い
る
。

対
面
診
察
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課

題
で
あ
る
。

（
１
）
背
景

①
高
齢
化
率
が
二
五
％
を
超
え
、

住
民
健
康
管
理
と
疾
病
予
防
対

策
、
早
期
発
見
が
急
務
で
あ
っ

た
。

（
２
）
実
施
内
容

①
血
圧
・
心
電
図
・
脈
拍
等
を
測

定
で
き
る
在
宅
健
康
管
理
端
末

（
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
）
を
三

百
三
十
世
帯
に
設
置
し
、
役
場

住
民
課
保
健
福
祉
係
・
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
医
療
機
関
が
測

定
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る
。

②
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
で
取
得
し

た
日
々
の
生
体
デ
ー
タ
を
保
健

婦
が
毎
日
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
テ
レ
ビ
電
話
で
保
健
指
導

し
て
い
る
。

③
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
も
兼
ね
て

い
る
。

（
３
）
取
り
組
み
成
果

①
導
入
後
十
八
カ
月
間
で
虚
血
性

心
疾
患
患
者
を
七
人
早
期
発
見

し
、
急
性
症
状
発
生
に
至
る
前

に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

②
テ
レ
ビ
電
話
診
察
実
施
医
療
機

関
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
生
体
デ
ー
タ
が
参
照

可
能
と
な
り
、
診
察
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
機
能
に
よ
り
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
て
い
る
。

③
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
を
通
じ
て
、

健
康
相
談
や
栄
養
指
導
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
毎
日
の
測
定
を
通
じ
て
、
一
人

一
人
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
た
。

（
４
）
課
題

①
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
利
用
促
進

策
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
住
民
が

測
定
を
継
続
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
促

進
策
の
実
施
が
利
用
率
の
向
上

に
結
び
つ
く
こ
と
は
過
去
の
経

験
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
山
間
部
の
小
規
模

な
村
が
、
地
域
情
報
化
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
、

他
の
地
域
に
も
注
目
さ
れ
る
多
く
の

特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
の
導
入
や
臨
時
議
会
で
の

本
事
業
の
予
算
確
保
な
ど
に
お

い
て
、
松
本
村
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
先
進
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ほ

ど
見
識
あ
る
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

事
業
と
し
て
実
現
し
た
の
は
、

一
人
の
中
学
校
教
師
の
情
報
教

育
に
か
け
る
想
い
と
周
囲
の
理

解
・
協
力
で
す
。
こ
の
情
報
教

育
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
が
情
報
化

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

地
元
企
業
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
支
援

も
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
地
域
情
報
化
と

い
う
全
国
で
初
め
て
の
試
み
に
対
す

る
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
役

場
担
当
者
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
電
話

を
持
っ
て
全
戸
を
回
り
、
具
体
的
に

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
戸
に
配

布
さ
れ
る
テ
レ
ビ
電
話
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か

ら
の
無
償
貸
与
に
よ
る
も
の
で
、
資

金
面
で
も
支
援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
た
後
も
サ
ー
バ

ー
の
管
理
な
ど
、
日
々
の
安
定
し
た

稼
動
の
た
め
担
当
者
を
役
場
に
常
駐

さ
せ
ま
し
た
。

地
域
情
報
化
は
高
度
な
技
術
に
支

え
ら
れ
た
先
進
的
な
分
野
で
あ
る
た

め
、
地
元
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

技
術
支
援
は
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

こ
の
事
業
は
多
く
の
協
力
者
に
恵

ま
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
成
果
を
あ
げ
た

よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
常
に
住
民

と
シ
ス
テ
ム
の
間
に
立
っ
て
そ
の
パ

イ
プ
役
を
務
め
た
の
は
役
場
職
員
で

し
た
。
医
療
機
関
・
保
健
婦
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
等
と
の
調
整
や
実
際
の
シ
ス
テ
ム

の
稼
動
な
ど
の
実
務
は
、
職
員
が
担

当
し
ま
し
た
。
住
民
説
明
や
意
見
聴

取
の
結
果
を
反
映
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
た
こ
と
が
、
住
民
本
位
の
地
に

足
の
つ
い
た
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
昨
今
、
行
政
事
務

の
外
部
委
託
に
よ
る
効
率
化
志
向
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
外
部
協
力

者
と
一
体
と
な
り
、
住
民
の
意
向
を

Ａ
　
テ
レ
ビ
電
話
診
察+

薬
剤
の
宅
配

Ｂ
　
在
宅
健
康
管
理

特
色
１

村
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

導
か
れ
た
事
業
で
あ
る
こ
と

特
色
2

新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
と

熱
意
を
持
つ
人
材
を
活
用
し
、

事
業
を
立
ち
上
げ
た
こ
と

特
色
3

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

全
面
的
な
支
援
が
あ
っ
た
こ
と

4
事
業
の
特
色

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の

テ
レ
ビ
電
話
無
償
貸
与
の
申
し
出

3
事
業
内
容

葛尾郵便局長の話

「１カ月に40通くらいのメ
ディカルめーるを配達しま
すが、必ず手渡しするんで
す。人の命にかかわること
なので間違いなく届けない
と。どんなに文化が進んで
も、薬を配達するのは私た
ち人間ですから」（文藝春秋
2002.1「諸国漫郵記」より
転載）

特
色
４

役
場
職
員
が
住
民
と
シ
ス
テ
ム
の
パ

イ
プ
役
を
十
分
に
果
た
し
た
こ
と

役場内に設けられた保健データ管理室

キ
ロ
メ
ー

ト
ル



の
広
報
誌
で

の
募
集
に
応

募
し
た
七
十

七
家
族
の
村

外
親
戚
宅
に

テ
レ
ビ
電
話

を
設
置
し
、

村
外
親
戚
と

の
交
流
を
進

め
ま
し
た
。

希
望
者
の
自

己
負
担
額
は

通
常
価
格
の

四
分
の
一
で

す
。遠

隔
授
業

参
観
も
合
計

九
回
、
百
十

一
世
帯
が
参

加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

体
が
不
自
由

な
お
年
寄
り

や
、
日
中
時

間
が
と
れ
な

い
人
で
も
授

業
の
様
子
を

見
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ

ム
は
地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま

す
。現

在
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
代
名
詞
と
も

い
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に

普
及
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
情
報
化
の

展
開
を
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
る
か
、

既
存
の
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
の
使

い
勝
手
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら
、
よ

り
高
度
な
遠
隔
医
療
体
制
の
確
立
を

目
指
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま.

す
。

こ
れ
に
対
し
て
も
、
過
去
の
「
１

０
０
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
培
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み
を

も
と
に
、
平
成
十
二
年
に
は
「
地
域

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
さ
ら
に
Ｔ
Ａ
Ｏ

（
通
信
放
送
機
構
）
の
「
学
校
間
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
」
に
葛
尾
小
中

学
校
が
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
着
実
に

進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
高
速
通
信
網
で
あ
る

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
」
の
敷
設
を
目
指

し
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
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吸
収
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
年
間
の
事
業
に
対
す
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
村
が
進
め
て

き
た
情
報
化
に
対
し
て
「
評
価
で
き

る
」
が
二
九
％
、「
ま
あ
ま
あ
評
価

で
き
る
」
が
二
八
％
、「
評
価
で
き

な
い
」
が
五
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
情
報
化
に
よ
っ
て
暮
ら
し

に
変
化
が
あ
っ
た
か
」
の
問
に
対
し

て
「
暮
ら
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
三

四
％
が
回
答
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

電
話
診
察
に
関
し
て
は
「
既
に
利
用

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
一
六
％
に

加
え
て
「
必
要
が
あ
れ
ば
利
用
し
た

い
」
が
六
二
％
あ
り
、
約
八
割
の
村

民
が
医
療
面
で
の
活
用
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
通
院
を
補
う

受
診
手
段
と
し
て
、
さ
ら
に
定
着
が

進
む
可
能
性
が
高
く
、
中
山
間
地
域

医
療
の
隙
間
を
埋
め
る
施
策
と
し
て

進
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
十
年
十
月
に
実
施
し
た
全
世

帯
意
向
調
査
に
お
い
て
、「
遠
く
の

親
戚
と
テ
レ
ビ
電
話
で
話
し
た
い
」

と
の
要
望
が
多
数
あ
り
、
福
島
県
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
受
け
な
が
ら
、
村

問い合わせ先　福島県双葉郡葛尾村　総務課　電話　0240-29-2111

葛尾村ホームページＵＲＬ　http://www.katsurao.org/

遠
隔
授
業

参
観

今
後
の
課
題

村
外
家
族
と
の
交
流
支
援

年度

9

10

11

11

10～12

12

計 計 266,530 105,914 31,972 128,644

自治体ネットワーク
施設整備事業

75,000

24,500 16,344

99,530 46,570

36,000 18,000

28,000

3,500

遠隔医療推進試行的
事業

新山村振興等農林漁
業特別対策事業

地域インターネット
普及促進基礎整備事
業

事業運用費
（テレビ電話関係）

事業運用費
（インターネット関係）

事業名 事業費

25,000

国庫補助金

3,000

3,972

25,000

県補助金

5,156

48,988

18,000

28,000

3,500

25,000

村負担額

・マルチメディアセンター整備
（テレビ会議システム、VOD装置配備）
・公共施設15箇所テレビ電話設置

郵政省

・バイタルセンター 30台
・センターサーバ（役場）1台
・クライアント（医療機関）3台

厚生省

・バイタルセンター 300台
・センターサーバ（役場）3台
・クライアント（医療機関）4台

農林水産省

・光ファイバーケーブル敷設　1.2km
・インターネットサーバ等環境整備

郵政省
なお、村負担額は補正予算

（元利償還額の80％交付税算入）

電話基本料差額等

インターネット専用線、保守料金お
よび受口基本料

事業内容 備考

新たな情報化に向けて

新世紀に入り、社会の状況は、少子・高齢化の進展、産業・経済のグローバル化など変革の時を迎えています。

そのようななかで、情報通信技術（ＩＴ：Information  Technology）は、産業、経済のみならず、私たちを取

り巻く社会環境のあらゆる面で活用されています。「時空を超越」するこの技術は、かつて「十年一昔」と言われ

たことが「ドッグイヤー」と呼ばれるほど社会を急激に変化させ、産業革命に次ぐ「ＩＴ革命」と言われており

ます。

本村においては、今から10年前、ふるさと創生事業の一環として「21世紀を担う子供たちの育成」の観点から

中学校に20数台のパソコンを配備しました。当時は、「コンピューターの時代が到来する」との予測はできたも

のの、現在のようなＩＴ社会の進展は予想されませんでした。当時の担当の先生をはじめ学校全体での努力、取

り組みが認められ、平成6年度に当時の文部省と通商産業省が支援する「100校プロジェクト」の１校に選ばれ

ました。これにより、中学校にインターネット常時接続環境が整ったのです。ネットワーク等の運営に当たって

は、先生方はじめ多くのボランティアの皆様のご支援をいただきました。このような学校での取り組みが、生徒

に様々な効果をもたらすと同時に、子供を通して家庭に伝わり、地域に伝わり、「地域情報化」に対する住民の意

識が醸成されたと考えております（第１期情報化）。

そして、このことがマルチメディアビレッジ事業（テレビ電話による行政サービス）の推進に大きな支えとなり

ました。

地方においては、地域情報化の推進に住民の情報化に対する認識・理解は最も重要な要素と考えます。本村で

は、情報社会の進展に鑑み、平成9年度に国ならびに福島県の補助とＮＴＴのご支援をいただき、公共施設と村内

全世帯にテレビ電話を配備し、映像による行政サービスをスタートしました。単にインフラの整備に止まること

なく、本村が抱える様々な行政課題を補うためのツールとして活用を図り、保健福祉、教育、行政情報提供、村

外との交流など多くの分野で成果をあげ、住民生活の向上に資することができました（第2期情報化）。

ＩＴ社会は、インターネットプロトコルの「ＩＰｖ6」への移行、「ブロードバンドサービス」の提供、携帯電

話の第3世代（世界標準化）への移行などにより、今後さらなる進歩を遂げると同時に、あらゆる分野において活

用され、私たちを取り巻く環境も大きく変化を遂げることが予想されます。

かつて日本の高度経済成長期に、道路網の整備が社会インフラとして地方にまで急速に進み、車社会へと発展

し、国の発展に大きな役割を果たしました。今、国の目指す方向は、物（ハード面）の整備から中身（ソフト面）

の充実に移ってきております。

ＩＴ社会の構築（地域の情報化）にあたっては、このようなことを念頭におき、ハード面において最低限必要

とされる社会インフラの整備を着実に推進すると同時に、ソフト面においては、情報機器および各種のシステム

ならびにアプリケーションを村内一元的に進めるのではなく、住民一人一人が必要とするもの（パソコンが必要

な人はパソコンを、テレビ電話を必要とする人はテレビ電話を、とい

うように……）を生活のツールまたは手段として選択できる環境を整

備することが肝要であると考えます。これにより、無駄のない住民ニ

ーズに沿ったサービスを提供することが可能となり、住民の利便性な

らびに福祉の向上に資すると考えます。

情報化に着手して10年が経過した今、時代の潮流と本村の様々な

課題を見極め、今後の本村における情報化をどのように進めるかを、

情報化計画ならびに電子自治体化計画に反映し、「住んでよかった！

住んでみたい！」と思える村を目指したいと思います（第3期情報化）。

■葛尾村村長　松本允秀氏の言葉

■事業費内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

5
テ
レ
ビ
電
話
へ
の

期
待
と
課
題

情報化推進の葛尾村担当者


